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　これまで、公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など）を受給している人
は児童扶養手当を受給できませんでしたが、平成２６年１２月以降は、年金額が児童扶養手当額より低
い人は、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになりました。
　なお、児童扶養手当を受給するためには、居住する市町村で申請が必要です。

●児童扶養手当とは？
　父母の離婚などで、父または母と生計を同じくしていない子どもを育成する家庭（ひとり親家庭）の
生活の安定と自立の促進に寄与し、子どもの福祉の増進を図ることを目的として支給する手当です。
●今回の改正により新たに支給対象となる場合
・子どもを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合
・父子家庭で、子どもが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、子どもが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合など

●支給開始日
　児童扶養手当は申請の翌月分から支給されます。ただし、これまで公的年金を受給していたことによ
り児童扶養手当を受給できなかった人のうち、平成２６年１２月１日から支給要件を満たしている人が
平成２７年３月までに申請した場合は、平成２６年１２月分から児童扶養手当を受給できます。

社会福祉課児童福祉係（内線２３５）問い合わせ先

「児童扶養手当法」の一部が改正されました
平成26年12月１日から

「児童扶養手当法」の一部が改正されました
― 大切なお知らせです！ ―

参考：児童扶養手当の月額 (平成２６年４月～ )

○子ども１人の場合　
・全額支給　４１，０２０円
・一部支給　　９，６８０円～４１，０１０円（所得に応じて決定)

○子ども２人以上の加算額
・２人目　５，０００円
・３人目以降（１人につき）　３，０００円

※受給している年金額との差額の確認を希望する場合は、お問い合わせください。
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こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
い

て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
持
を
い

た
だ
き
、
再
び
市
長
と
し
て
市
政

の
か
じ
取
り
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
復
興
を
一
日
も
早
く
成

し
遂
げ
る
た
め
、
市
民
み
ん
な
が

助
け
合
い
、
安
全
で
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
震
災
復
興

計
画
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

■
住
ま
い
の
確
保
と
生
活
再
建

　

災
害
公
営
住
宅
や
新
し
い
防
集

団
地
の
早
期
整
備
と
支
援
を
進
め

る
と
と
も
に
、
地
元
業
者
の
営
業

再
開
や
再
建
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す

■
い
の
ち
と
健
康
を
守
り
、
生
活

を
支
援

　

地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
国
保

税
の
減
免
等
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
県
立
高
田
病
院
の
再
建
等
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
世
界
に
誇
れ
る
美
し
い
ま
ち

　

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、

妊
婦
、
外
国
人
や
子
ど
も
た
ち
な

ど
、
す
べ
て
の
人
が
差
別
さ
れ

る
こ
と
が
な
く
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
言
葉
の
い
ら
な
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

新
市
街
地
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
田
松
原
地
区
へ
の
復

興
祈
念
公
園
や
重
点
道
の
駅
の
整

備
促
進
と
震
災
遺
構
の
保
存
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
人
を
育
て
、
命
と
絆
を
守
る
ま

ち
　

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
策
定
や

「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
道
」
な
ど
わ
か

り
や
す
い
避
難
路
サ
イ
ン
を
設
置

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
友
好
自
治
体
や

企
業
等
と
連
携
強
化
を
図
り
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　

新
ブ
ラ
ン
ド
米
「
た
か
た
の
ゆ

め
」
の
生
産
か
ら
販
売
、
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
広

田
湾
漁
協
と
の
連
携
強
化
に
よ
り

漁
業
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
自
立

し
持
続
で
き
る
地
域
林
業
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
再
開

し
、
陸
前
高
田
市
の
産
物
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
生
産
者
の

応
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
仮
称
）
一
本
松
記
念
館
と
集

客
力
の
あ
る
新
た
な
図
書
館
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
考
え
、
笑
顔
と
賑

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
住
宅
の
確
保
と

生
活
再
建
の
一
層
の
加
速
化
等
を

図
る
た
め
、
１
１
９
５
億
２
千
万

円
で
、
前
年
度
比
７
・
６
㌫
の
減

で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
、
一
昨
年

度
に
引
き
続
き
１
千
億
円
を
超
え

る
予
算
規
模
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

■
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
　

海
岸
保
全
施
設
に
つ
い
て
は
、

高
田
地
区
海
岸
防
潮
堤
工
事
お
よ

び
気
仙
川
河
口
水
門
整
備
を
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
整
備
促
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、

検
証
報
告
書
と
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
情
報
通
信
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
防
災
行

政
無
線
の
放
送
内
容
を
よ
り
伝
わ

り
や
す
く
す
る
た
め
、
新
し
く
造

成
さ
れ
た
住
宅
地
に
対
し
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
防
災
行
政
無
線
の

子
局
の
新
設
等
を
行
う
と
と
も

に
、
放
送
内
容
を
電
話
で
確
認
で

き
る
「
テ
レ
ガ
イ
ド
」
の
導
入
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
　

高
田
地
区
・
今
泉
地
区
の
被
災

市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
移
転
先
決
定
の
た

め
の
仮
換
地
の
供
覧
お
よ
び
仮
換

地
の
指
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

被
災
し
た
住
居
地
域
に
つ
い
て

は
、
防
潮
堤
背
後
地
の
土
地
利
用

計
画
調
査
を
引
き
続
き
行
い
、
策

定
さ
れ
た
地
域
の
土
地
利
用
計
画

に
基
づ
く
土
地
の
利
活
用
に
向

け
、
地
盤
の
か
さ
上
げ
工
事
等
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
田
松
原
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
の
象
徴
と
な
る
、「（
仮
称
）
国

営
追
悼
・
祈
念
施
設
の
設
置
に
つ

い
て
」
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
、
平

成
32
年
度
末
を
目
途
に
整
備
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
国
、

県
と
協
力
し
な
が
ら
具
体
的
な
整

備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
県
立

高
田
高
校
の
再
建
に
伴
い
、
ダ
イ

ヤ
の
改
正
や
新
駅
設
置
に
よ
り
Ｊ

Ｒ
大
船
渡
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
等
、
利
用
者

の
利
便
に
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
市
民
の
暮
ら
し
が
安
定
し
た
ま

ち
づ
く
り

　

恒
久
的
な
住
宅
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
を

県
と
協
力
し
な
が
ら
引
き
続
き
推

進
す
る
と
と
も
に
、
自
力
再
建
者

を
対
象
に
、
市
建
設
業
協
会
と
の

協
働
で
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
の

相
談
に
応
じ
る
場
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
等
の
復
興
事

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
一
年
」

　
笑
顔
が
溢
れ
る

　
　
ま
ち
の
創
造
に
向
け
て

　

２
月
25
日
に
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
が
開
会
し
、
新

年
度
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
戸
羽
太
市
長
が
施
政
方
針

を
、
横
田
祐
佶
教
育
委
員
長
が
教
育
行
政
方
針
を
述
べ
ま

し
た
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
長
選
挙
５
つ
の
公
約

予
算
編
成
方
針

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

平
成
27
年
度
所
信
表
明



③

業
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
水

道
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
雨
水
排
水
路
等
の
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
田
保
育
所
の
再
建
に
つ
い
て

は
、
安
心
で
安
全
な
保
育
環
境
が

確
保
で
き
る
高
台
へ
移
転
し
、
子

育
て
相
談
が
で
き
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
や
幼
児
教
育
等
に
も
対

応
で
き
る
機
能
を
併
せ
持
っ
た
施

設
と
し
て
の
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
中

学
生
ま
で
の
拡
大
や
窓
口
負
担
の

軽
減
等
に
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

新
ブ
ラ
ン
ド
米
「
た
か
た
の
ゆ

め
」
に
つ
い
て
は
、
品
質
、
食
味
、

安
全
の
三
位
一
体
の
取
り
組
み
を

進
め
る
と
と
も
に
、
生
産
量
の
拡

大
、
流
通
体
系
の
確
立
等
、
一
層

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
元
木
材
の
利
用
促
進
に
つ
い

て
は
、
地
元
材
活
用
へ
の
支
援
を

行
い
、
供
給
体
制
の
強
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

漁
業
者
の
安
定
し
た
収
入
確
保

　

大
震
災
か
ら
４
年
が
経
過
し

ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
に
関
し
ま
し
て
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。「
郷
土
で
学
び
夢

を
拓
く
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し

い
人
づ
く
り
」を
基
本
目
標
に
、

学
習
環
境
の
整
備
と
生
涯
学
習

施
策
や
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
学
校
教
育
の
推
進

　

防
災
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
材
の

充
実
や
、
指
導
内
容
の
改
善
を

図
り
な
が
ら
、
震
災
を
風
化
さ

せ
ず
、
確
か
に
語
り
継
ぐ
防
災

教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
長
と
児
童
の
語
る
会
等
の
開

催
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
主
体
的
に
考
え
、
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
場
を
設
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
言
葉
の
い
ら
な
い
ま

に
つ
い
て
は
、
広
田
湾
産
ブ
ラ
ン

ド
の
普
及
定
着
を
図
り
な
が
ら
、

物
産
販
売
や
販
路
拡
大
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
再
建
に
つ
い
て
は
、

各
種
補
助
金
を
活
用
し
、
早
期
の

商
店
街
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
陸

前
高
田
市
に
来
な
い
と
食
べ
ら
れ

な
い
ご
当
地
グ
ル
メ
」
の
開
発
を

推
進
し
、
観
光
誘
客
と
併
せ
て
市

内
産
品
の
消
費
拡
大
と
知
名
度
向

上
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

推
進
に
つ
い
て
は
、
高
田
保
育
所

や
下
矢
作
地
区
コ
ミ
ュ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
等
に
太
陽
光
発
電
お
よ
び
蓄

電
設
備
を
設
置
し
、
災
害
時
に
お

い
て
も
一
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自

給
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
の
効
率
的
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
広
田
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

も
、
診
療
所
・
消
防
屯
所
を
含
め

た
新
た
な
防
災
拠
点
の
整
備
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
に
市
長
部
局
に
「
防
災
局
」

を
設
置
し
、
防
災
業
務
の
一
体
化

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
消

防
本
部
、
消
防
署
と
と
も
に
消
防

防
災
セ
ン
タ
ー
内
に
配
置
し
、
よ

り
機
動
的
な
防
災
行
政
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、新
ブ
ラ
ン
ド
米「
た
か
た

の
ゆ
め
」
の
生
産
・
販
売
を
推
進

す
る
た
め
、
農
林
水
産
部
農
林
課

内
に
「
た
か
た
の
ゆ
め
係
」
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
被
災
跡
地
の
利
活
用

に
向
け
て
、
復
興
対
策
局
事
業
推

進
室
に
「
土
地
利
用
係
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

震
災
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
本

年
は
、
震
災
復
興
計
画
の
「
復
興

展
開
期
」
２
年
目
に
入
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
な
る
復
興
事
業
の
進
展

と
本
市
の
未
来
を
思
い
描
く
こ
と

が
で
き
る
年
に
な
る
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
の
枠
か
ら
一
歩
抜

け
出
た
よ
う
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
な
が
ら
、
更
な
る
高
み
を
目

指
し
て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ち
づ
く
り
」
の
具
現
化
に
向

け
、
障
が
い
の
状
況
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
と
体
制
の
整
備
に

よ
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
分

け
隔
て
な
く
生
き
生
き
と
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
推
進

　

社
会
教
育
施
設
の
再
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
会
館
、

中
央
公
民
館
、
博
物
館
の
再
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
、
複
合
方

法
や
利
便
性
の
向
上
等
に
向
け

た
基
本
構
想
を
策
定
し
、
今
後

の
設
計
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
被
災
し
た
体
育
館
と
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
併
せ
持
つ

（
仮
称
）
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

の
利
用
が
、
早
期
に
図
ら
れ
る

よ
う
に
計
画
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
各
種
芸
術
文
化
団
体
等
の

協
力
の
も
と
、
各
種
団
体
等
の

活
動
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
一
層
の
芸
術
文
化

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

組
織
体
制

震
災
か
ら
５
年
目
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
一
年
」

教
育
委
員
長
教
育
行
政
方
針
演
述
（
要
旨
）
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今月の 新刊図書新刊図書 みなさんの読みたい・
調べたいを応援します。

図書館　☎５４－３２２７

・「オペラ座のお仕事」三澤洋史 著　早川書房
・「四季の田舎料理　春夏編」松永モモ江 著　農山漁

村文化協会
・「肥料の上手な効かせ方」藤原俊六郎 著　農山漁村

文化協会
・「農家が教える加工・保存・貯蔵の知恵　－野菜・

山菜・果物を長く楽しむ－」農山漁村文化協会
・「塩ゆずレシピ」高橋雅子 著　池田書店　
・「母ターシャの思い出　－ニューハンプシャーで暮

らした日々－」セス・テューダー 著　ＫＡＤＯＫ
ＡＷＡ

・「つばき油の文化史」有岡利幸 著　雄山閣
・「感染症事典」感染症事典編集委員会 編　オーム社
・「ペットと暮らす住まいのデザイン」廣瀬慶二 著　

丸善出版
・「夕張再生市長　－課題先進地で見た人口減少ニッ

ポンを生き抜くヒント－」鈴木直道 著　講談社

・「いいないいな」かたやまけん さく　福音館書店
・「縄文人のくらし大研究」岡崎務 著　ＰＨＰ研究所
・「へのかっぱ　－慣用句えほん－」飯野和好 さく　

絵本館
・「いえのおばけずかん」斉藤洋 さく　講談社 
・「みんなでつくっちゃった」長新太 さく　大日本図

書

・「ブルース」桜木紫乃 著　文芸春秋
・「風の如く　吉田松陰篇」富樫倫太郎 著　講談社
・「みなそこ」中脇初枝 著　新潮社
・「ヤモリ、カエル、シジミチョウ」江國香織 著　朝

日新聞出版
・「怪しい店」有栖川有栖 著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ
・「ワンダフルストーリー」伊坂幸太郎 著　ＰＨＰ研

究所
・「鳥たち」よしもとばなな 著　集英社

はまゆり号　やまびこ号

　子どもたちのために、い
ますべきことは何か。教育、
福祉、スポーツの切り口か
ら社会を考える。また、各
国の駐日大使と対談し、社
会的課題との向き合い方を
聞く。

子どもたちの未来を考えてみた
乙武洋匡 著　ＰＨＰ研究所

■小説・エッセイ

■児童書

■実用書

おすすめ
の
１冊

　いつも移動図書館車「はまゆり号」「やまびこ号」をご利用いただきありがとうございます。お
かげさまで、移動図書館の運行箇所が４６か所になりました。
　図書館では、新年度に向けて新しい駐車場所を募集しています。図書館から遠くにお住まいの人、
交通手段がない人など、移動図書館の利用希望をお寄せください。車内には、小説のほか、実用書（料
理、手芸、趣味の本）、雑誌（クロワッサン、オレンジページ、すてきにハンドメイトなど）、児童書、
紙芝居、郷土資料、震災関連図書なども取りそろえており、探している本がなければリクエストも
できます。
　なお、毎月「広報りくぜんたかた」１５日号に運行予定表を掲載していますので、移動図書館車
が近くに来たときには、皆さん気軽にお立ち寄りください。

図書館　☎（５４）３２２７

「移動図書館車」駐車場所募集！

問い合わせ先

「移動図書館車」駐車場所募集！



燃えないごみ・空きびん・新聞・チラシほか収集日 燃えるごみ収集日

ごみを出す際の注意ごみを出す際の注意

町 名 収　集　行　政　区 燃えないごみ 空きびん 新聞・チラシ
雑誌・段ボール

矢 作
２区～７区 ２２日（水） １５日（水） ８日（水）
８区～１４区 ２３日（木） １６日（木） ９日（木）
１区、１５区、１６区 ２４日（金） １７日（金） １０日（金）

横 田 １区～８区 １６日（木） ９日（木） ２日（木）
竹 駒 １区～７区 １５日（水） ８日（水） １日（水）

気 仙

今泉地区（旧４区） ７日（火） ２８日（火） ２１日（火）
今泉地区（旧１区～３区、５区、６区） １７日（金） １０日（金） ３日（金）
今泉地区（旧７区）、８区、９区 ２７日（月） ２０日（月） １３日（月）
１０区～１４区 ２８日（火） ２１日（火） １４日（火）

高 田

１区～３区、１７区 ６日（月） ２７日（月） ２０日（月）
４区、５区、１６区 ７日（火） ２８日（火） ２１日（火）
６区～８区（市営住宅下和野団地） １日（水） ２２日（水） １５日（水）
９区、１１区、１２区甲乙 ２日（木） ２３日（木） １６日（木）
１０区、１３区～１５区 ３日（金） ２４日（金） １７日（金）

米 崎 １区～５区甲乙 １３日（月） ６日（月） ２７日（月）
６区甲乙～１１区 １４日（火） ７日（火） ２８日（火）

小 友 １区～７区 ８日（水） １日（水） ２２日（水）
８区～１０区 ９日（木） ２日（木） ２３日（木）

広 田

１２区、１３区 ９日（木） ２日（木） ２３日（木）
１区～３区、１１区、１４区、１５区 １０日（金） ３日（金） ２４日（金）
４区～７区 ２０日（月） １３日（月） ６日（月）
８区～１０区 ２１日（火） １４日（火） ７日（火）

矢作１～１６区 （水）（土）
横田１～８区 （火）（金）
竹駒１～７区 （火）（金）
気仙１～１４区 （水）（土）
高田１～５区と１６区 （月）（木）
高田６～１５区と１７区 （火）（金）
米崎１～１１区 （火）（金）
小友１～１０区 （月）（木）
広田１～１５区 （月）（木）

⑤

●燃えるごみ、燃えないごみは陸前高田市指定の袋で出してください。
●清掃センターでは産業廃棄物は受け入れしませんので持ち込まないでください。
●庭先や空き地での家庭ごみの焼却は法律で禁止されています。
●清掃センター受付時間　平日：午前９時～正午、午後１時～午後４時
　　　　　　　　　　　　土曜日、第３日曜日：午前９時～正午

市民環境課環境安全係（内線１３４）

※祝日は収集しません。

　陸前高田市指定のごみ袋に行政区と世帯主の氏名を記入
し、当日の朝８時30分までに集積場所に出してください。

問い合わせ先

・仮設住宅にお住まいの人
は仮設住宅専用の集積場
所に出してください。

・布団やブルーシートを出
す際は、小さくたたんで、
丈夫なひもで十字か２か
所しばって出してくださ
い。（紙ひもは不可）

・段ボールは５０cm×６０
cm以内の大きさにして、
紙ひもでしばって出して
ください。

・ごみを３袋を超えて出す
場合は、清掃センターに
直接持ち込んでください。

・家具等の大型ごみは１ｍ
×１ｍ×５０ｃｍ以内に
前処理をして持ち込んで
ください。

４月のごみ収集日について４月のごみ収集日について

測定年月日 測定場所 場所（詳細） 測定結果 備　　考5cm 50cm 100cm

H27. ２. ９

生出コミセン 玄関右脇雨樋 0.10 0.09 0.09 玄関前（0.09、0.07、0.07）
二又診療所 玄関前 0.06 0.06 0.07
飯森公民館 玄関左側雨樋 0.08 0.10 0.08 玄関前（0.06、0.06、0.06）
最終処分場 埋設場所 0.06 0.07 0.05
市役所庁舎前 南側１号棟出入口 0.04 0.04 0.03
サンビレッジ 玄関右側軒下 0.14 0.11 0.09 玄関前（0.05、0.05、0.05）
モビリア センターハウス左側雨樋 0.08 0.06 0.05 玄関前（0.05、0.05、0.04）

H27. ２.29

矢作保育所 遊戯室前雨樋 0.08 0.07 0.07
下矢作保育園 園庭入口門 0.15 0.11 0.08
横田保育園 築山 0.13 0.09 0.09
竹駒保育園 砂場 0.05 0.06 0.06
長部保育所 保育所門手前の側溝 0.16 0.12 0.09
高田保育所 すみれ組軒下 0.07 0.07 0.07
米崎保育園 砂場 0.05 0.05 0.05
小友保育所 運動場 0.08 0.08 0.08
広田保育園 園庭 0.07 0.07 0.06
市民環境課環境安全係（内線１３５）　ただし、保育所（園）は社会福祉課児童福祉係（内線２３４）

■放射能測定結果一覧（２月分：継続）

問い合わせ先

（単位：μＳｖ／時）
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お知らせコーナーお知らせコーナー

⑥

託
し
て
、
防
除
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

近
年
、
森
林
内
だ
け
で
な
く
、

寺
社
、
仏
閣
、
公
道
脇
、
民
家
の

周
辺
な
ど
で
も
被
害
が
数
多
く
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
１
月
に
市
の
単
独
事

業
と
し
て
「
松
く
い
虫
被
害
木
処

理
事
業
」
を
制
定
し
、
従
来
の
補

助
事
業
で
実
施
で
き
な
い
場
所
の

被
害
木
の
防
除
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
し
た
の
で
、
申
し
込
み
を

希
望
す
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
事
業
実
施
主
体　

陸
前
高
田
市

森
林
組
合

・
補
助
率　

事
業
費
の
２
分
の
１

※
残
り
の
２
分
の
１
は
、
被
害
木

の
所
有
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

陸
前
高
田
市
森
林
組
合
☎

（
57
）
５
３
５
５

　
「
第
４
期
障
が
い
者
福
祉
計
画
」

の
重
点
施
策
を
検
討
す
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

本
市
の
障
が
い
福
祉

に
関
心
が
あ
り
、
平
日
の
日
中
に

　

被
災
地
復
興
を
支
援
す
る
中
東

カ
タ
ー
ル
国
の
「
カ
タ
ー
ル
フ
レ

ン
ド
基
金
」
か
ら
支
援
を
受
け
て
、

足
の
血
栓
予
防
と
生
活
不
活
発
予

防
対
策
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

血
液
検
査
／
健
康
診

断
／
足
の
超
音
波
検
査
な
ど

○
４
月
11
日
（
土
）

・
午
前
10
時
～
正
午
（
米
崎
コ
ミ

主
に
市
内
で
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
人

４
人

５
月
１
日
～
12
月
31
日

３
月
23
日
（
月
）
～

４
月
13
日
（
月
）

所
定
の
応
募
用
紙

（
社
会
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
を
提
出

社
会
福

祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
内
線

２
３
１)

※
障
が
い
等
に
よ
り
応

募
用
紙
に
記
載
で
き
な
い
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税

務
署
な
ど
に
お
い
て
、
調
査
、
徴

収
、
検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税

務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

６
月
７
日（
日
）

①
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
大
学
を
卒
業
し

セ
ン
）

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分（
竹

駒
コ
ミ
セ
ン
）

○
４
月
12
日(

日)

・
午
前
10
時
～
正
午
（
長
部
コ
ミ

セ
ン
）

・
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
松
原

苑
）

お
薬
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

盛
岡
市
立
病
院

☎
０
１
９
（
６
３
５
）
０
１
０
１

・
４
月
13
日
（
月
）、
14
日
（
火
）、

　

27
日
（
月
）、
28
日
（
火
）

・
５
月
11
日
（
月
）、
12
日
（
火
）、

　

25
日
（
月
）、
26
日
（
火
）

午
前
８
時
～
11
時
30

分
／
午
後
２
時
～
５
時
30
分

亀
田
叔
子
先
生

鵜
浦
医
院
☎

（
55
）
２
１
２
５

　

市
で
は
、
ア
カ
マ
ツ
の
松
く
い

虫
被
害
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た

め
、
国
、
県
の
補
助
事
業
を
導
入

し
、
森
林
組
合
に
駆
除
作
業
を
委

仮
設
住
宅
居
住
者
等
が
対
象
で
す

カ
タ
ー
ル
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
無
料
検
診

鵜
浦
医
院
か
ら

皮
膚
科
診
療
の
ご
案
内

森
林
組
合
か
ら

松
く
い
虫
被
害
木
の
駆
除
の
ご
案
内

社
会
福
祉
課
か
ら

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
を
募
集

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す
人
へ

国
家
公
務
員「
国
税
専
門
官

採
用
試
験
」
の
お
知
ら
せ

そ
の
他

診
療
日

さとう りる
ちゃん

おおみ ゆうと
ちゃん

ふるやま りょうかく
ちゃん

あらき かいと
ちゃん

ながの せな
ちゃん

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
27
年
２
月
健
診
分
①

日
程

医
師

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

第
一
次
試
験
日

応
募
資
格

事
業
内
容

受
付
時
間

検
査
内
容

募
集
人
数

募
集
期
間

応
募
方
法

受
験
資
格

任
期

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先



ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

公
式
サ
イ
ト
で
も

見
れ
る
か
ら
チ
ェ

ッ
ク
し
て
ね
♪

Vol.6頑張る！たかたのゆめちゃん

⑦

陸
前
高
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

施
設
予
約
受
付
開
始
の
ご
案
内

問
い
合
わ
せ
先

受
験
申
込
受
付
期
間

た
者
お
よ
び
平
成
28
年
３
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

③
人
事
院
が
②
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

４
月
１
日

（
水
）
～
13
日
（
月
）

○
郵
送
／
持
参　

４
月
１
日
（
水
）

～
２
日
（
木
）

・
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
申
し
込
み
と
し
ま
す
。

・
郵
送
、
持
参
用
受
験
申
込
書
の

請
求
先
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た

は
人
事
院
東
北
事
務
局

仙
台
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
研
修
係
☎
０
２
２

（
２
６
３
）
１
１
１
１
（
内
線

３
２
３
６
）

　

４
月
１
日
か
ら
泌
尿
器
科
外
来

の
受
付
方
法
が
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
す
。

○
新
患　

地
域
の
医
療
機
関
か
ら

の
紹
介
に
よ
り
診
療
し
ま
す
の
で
、

必
ず
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹

介
状
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
診
療
日
時
は
、
地
域
の

医
療
機
関
を
通
し
て
予
約
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
再
来　

原
則
予
約
し
た
人
の
み

の
診
療
と
な
り
ま
す
。
予
約
し
て

い
な
い
場
合
、
泌
尿
器
科
外
来
の

人
数
や
診
療
状
況
に
よ
り
、
受
診

で
き
か
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
症
状
が
安
定
し
て
い
る

場
合
は
、
地
域
の
医
療
機
関
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
立
大
船
渡
病

院
☎
（
26
）
１
１
１
１

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
使
用

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
施
設
予

約
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

４
月
13
日
（
月
）
～

５
月
11
日
（
月
）

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ホ
ー
ル（
３
８
０
）

・
調
理
室
（
25
）

・
集
会
室
（
60
）
※
和
室

・
大
会
議
室
（
１
３
０
）
※
可
動

式
の
壁
に
よ
り
定
員
約
70
人
程

度
に
分
割
可
能

・
中
会
議
室
（
70
）

・
小
会
議
室
Ａ
（
30
）

・
小
会
議
室
Ｂ
（
30
）

所
定
の
申
請
書
（
ま

ち
づ
く
り
戦
略
室
で
配
布
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
を
提

出

使
用
す
る
日
の
３
か

月
前
の
月
初
め
（
例　

使
用
日
が

８
月
31
日
で
あ
れ
ば
５
月
１
日
）

か
ら
予
約
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

開
館
予
定
日
か
ら
７
月
末
の
使
用

に
つ
い
て
は
、
４
月
13
日
以
降
に

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

の
概
要
や
使
用
料
等
は
、
広
報
り

く
ぜ
ん
た
か
た
４
月
15
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ち
づ

く
り
戦
略
室
（
内
線
１
７
３
）

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
有
効
期

限
は
、
平
成
27
年
４
月
30
日
ま
で

で
す
。
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
未

使
用
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
お

手
元
に
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
お

早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

陸
前
高
田
商
工

会
☎
（
55
）
３
３
０
０
（
受
付

月
～
金
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
）

県
立
大
船
渡
病
院
か
ら

泌
尿
器
科
外
来
の
受
付

方
法
が
変
わ
り
ま
す

有
効
期
限
は
４
月
30
日
ま
で

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
お
手

元
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
か

そ
の
他

☆「陸前高田災害 FM80.5MHz」では災害情報や生活関連情報を放送しています。広報りくぜんたかたと併せてご利用ください。

　「たかたのゆめちゃん」は、平成２４年１月４日に誕生しました。このコーナーでは、
子どもたちの応援団長として全国を飛び回る「たかたのゆめちゃん」の活動を紹介します。

◯小さな音楽祭に行ってきたよ～☆彡
　ＳＰＥＥＤの今井絵理子ちゃんがみんなのためにお歌を歌ってくれたよ♪
　ちょっと寒かったけど、いっしょに踊って心も体もあったかくなったよ☆
　みんなが笑顔になってゆめちゃんもうれしかった♡
　絵理子ちゃんありがとっ♪

◯４月はここでゆめちゃんに会えるよ！
　・４月１９日（日）　ヤルキタウン春祭り２０１５
　　　　　　　　　　　会場：再生の里ヤルキタウン
※登場時間など詳しくは、公式サイトまたは、陸前高田災害ＦＭ「情
報ｅｖｅｒｙ．陸前高田」内のコーナーゆめちゃん☆ねるミニ（毎
週水曜日放送）でご確認ください。

開
館
予
定
日

部
屋
名︵
定
員
︶

予
約
受
付

予
約
方
法

予
約
受
付

受
験
申
込
方
法

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
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友
引

先
負

仏
滅

大
安

赤
口

先
勝

友
引

先
負

仏
滅

大
安

赤
口

先
勝

友
引

先
負

仏
滅

大
安

赤
口

先
勝

先
負

仏
滅

大
安

赤
口

先
勝

友
引

先
負

仏
滅

大
安

赤
口

先
勝

友
引

・
　

福
祉

の
仕

事
定

期
相

談
会

　
13

：3
0

～
15

：3
0

・
入

学
式

（
高

田
東

中
）

・
休

日
当

番
医

　
大

津
医

院
（

盛
町

）
　

☎
27

-2
67

3

・
休

日
当

番
歯

科
医

　
広

沢
歯

科
医

院
（

盛
町

）
　

☎
27

-4
31

0

・
入

学
式

（
横

田
中

）
・

入
学

式（
第

一
中

、気
仙

中
）

・
　

ジョ
ブカ

フェ
気仙

高田
スポ

ット
　

13
：3

0
～

16
：3

0

・入
学

式
（

高
田

小
、

気
仙

小
、

　
広

田
小

、
小

友
小

、
米

崎
小

、
　

矢
作

小
、

竹
駒

小
、

横
田

小
）

・
　

市
民

相
談

 10
：0

0～
15

：0
0

・
　

保
健

医
療

福
祉

未
来

図
会

議
　

13
：3

0
～

15
：3

0
・

　
岩手

県行
政書

士会
なん

でも
相談

会
　

10
：0

0
～

14
：3

0（
受

付
）

・
休

日
当

番
医

　
岩

渕
内

科
医

院（
大

船
渡

町
）

　
☎

26
-5

35
5

・
休

日
当

番
歯

科
医

　
ほ

り
の

う
ち

歯
科

医
院

　（
立

根
町

）
☎

27
-5

66
6

・
出

前
法

律
相

談
13：

30
～

16：
00

　
※

要
予

約
  法

テ
ラ

ス
  ☎

05
0（

33
83

）1
40

2
・

　
２

歳
６

か
月

児
歯

科
健

診
　【

対
象

】
Ｈ

24
.9月

～
10

月
生

　【
受

付
】

13
：0

0
～

13
：1

5

・
　

社
会

保
険

事
務

相
談

　
10

：3
0～

15
：3

0
　

※
要

予
約

　
一

関
年

金
事

務
所

　
☎

01
91（

23
）4

24
6

・
　

福
祉

の
仕

事
定

期
相

談
会

　
13

：3
0

～
15

：3
0

・
　

こ
そ

だ
て

シ
ッ

プ
マ

マ
サ

ロ
ン

　
10

：0
0～

15
：0

0
　 【

育
児

相
談

】
10

：0
0～

12
：0

0

・
休

日
当

番
医

　
鳥

羽
医

院
（

小
友

町
）

　
☎

56
-3

51
5

・
休

日
当

番
歯

科
医

　
横

沢
歯

科
医

院
（

住
田

町
）

　
☎

46
-3

05
0

・
　

福
祉

の
仕

事
定

期
相

談
会

　
10

：0
0

～
12

：0
0

・
　

ジョ
ブカ

フェ
気仙

高田
スポ

ット
　

13
：3

0
～

16
：3

0
・

　
３

歳
６

か
月

児
健

診
　【

対
象

】
Ｈ

23
.10

月
～

11
月

生
　【

受
付

】
13

：0
0

～
13

：1
5

・
住

宅
再

建
相

談
会（

FP
相

談
可

）
　

　
10

：0
0

～
12

：0
0（

受
付

）
　

　
13

：3
0

～
15

：3
0（

受
付

）

・
休

日
当

番
医

　
山

浦
医

院
（

盛
町

）
　

☎
26

-3
12

1

・
休

日
当

番
歯

科
医

　
菅

野
歯

科
医

院
（

住
田

町
）

　
☎

46
-2

34
5

・
　

法
律

相
談

 13
：0

0～
14

：3
0

・
休

日
当

番
医

　
松

原
ク

リ
ニ

ッ
ク（

高
田

町
）

　
☎

53
-1

72
1

・
休

日
当

番
歯

科
医

　
菊

池
歯

科
ク

リ
ニ

ッ
ク

　（
大

船
渡

町
）

☎
26

-2
10

8

竹 竹 竹
あ

ふふ

ふ ふ

13
日

（
水

）　
７

か
月

児
健

康
相

談

27
日

（
水

）　
１

歳
６

か
月

児
健

診

５
月
の
健
診
日
程

市

市
米

市 竹

市
市

＝
陸

前
高

田
市

役
所

＝
ふ

る
さ

と
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
＝

米
崎

コ
ミ

セ
ン

＝
竹

駒
コ

ミ
セ

ン
＝

あ
ゆ

っ
こ

凡 　 例
竹ふ あ米市


